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池田湖のプランクトンについて
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Abgtract

AtLakeIkeda,atypicaloligotrophiclakeinsouthernJapan,thetransparencyofwatersandthe

aspectsofplanktonorganismshaveshownaremarkablechangefbrpastfbrtyyears・Ｉｎｌ９２９，
thetransparencyshowed26,８mbyaSecchidiskandtheappearancesofplanktonwerealsovery
rare，Inl963-l966obtervations,thetransparencywasbetweenllmanｄ５．５ｍａｎｄｉｔｗａｓ７､５min

average・Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，planktonvolumeincreasedremarkably，showingvividseasonal
variationseveryyear・SomedominantspeciesareasfbllowＳ・
ＭbﾉOsjrα〃α"Cα，Ｍ'JoSjragγα”γαjα，Szzrie"α，舟agj"αγjα，Ｓｊα”α$‘γ"ｍａｓ〃γ伽，Ｓｔα”ａｓﾉｱｕｍｓＰＰ．

P‘ｄｉａｓｊｒｕｍ岬J‘x，伽伽ａｊＯ"g伽伽,ＢＯ”"α‘0γ‘go"j,Ｑｼ‘い”γ‘""“,剛‘ｒｍ０〃〃‘妙α伽Ｊ，
A‘α"伽｡i叩#0m“'α‘批姻,andmanykindsofRotatoriasuchas〃Jα"‘伽,Ｂｒａ伽""３，Ｓ)'"‘んα"α・
ThisabundanceofplanktoninrecenｔｙｅａｒｓｍａｙｂｅｕｓｅｄａｓａｎｉｎｄｉｃａｔｏｒｓｈowingthatLake

lkedaischanginggraduallyfi･omoligotrophictoeutrophiclakeinthesefbrtyyears．

まえがき

池田湖は薩摩半島の南端にあり周囲19.22ｋｍ,面積11.14ｋｍ2,最深部265ｍのほぼ円形

をした九州第一の湖であり海抜６６ｍの標高にある．この代表的な亜熱帯性の火口湖である

池田湖のプランクトンについては既に幾つかの散発的な調査報告が出されている．これらの

報告では何れもプランクトンの種類および数量の少いことを本湖における特徴として挙げて

いる．しかし最近の調査によると植物プランクトンが時期によって可成り繁殖するのが観察

され富栄養化の傾向がみられる．1962年以降，低生産‘性湖沼の開発に関する研究が実施され

つつあり，その一環としてプランクトンの採集調査を行なったのでその結果の一部をここに

報告する．

１．研究方法

過去におけるプランクトン調査の多くは採集時期や方法等の統一にはあまり考慮が払われ

ていない．今回の調査は周年に亘って採集を行ない，その出現種，出現量の季節的変化を調

べることとした．採集は毎月行なうのを原則としたが，必要に応じてこの間隔は伸縮してあ

る．採集点は池田湖のほぼ中心部にある最深地点で，区分採集は０ｍ～１５，，１５ｍ～30,,

30ｍ～５０，，５０ｍ～100ｍの４層について行なった．さらに湖沼における水平分布の状態を

知るため１回に約10点を選んで０ｍ～30ｍの垂直採集も数回行なっている．プランクトン
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Fig.１．ObservationalstationsandBaythymetricchartofLakelkeda・
Partlyquotedfi･omKuroki，1953.
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(ま常に小型の動物プランクトンおよび珪藻類を主とする植物プランクトンが多いので採集ネ

ットは北原式定量ネットおよび丸川式中層用閉鎖ネット（何れも網地はＸＸＮｏ､１３）を使用

し，なるべく湧水計の併用に努めた．採集時には各深度における水温分布，透明度その他の
調査を行ない湖水の物理的性状との関連も明らかにするよう努めた．

2．調査の結果

プランクトンの種類数量が少いのが特徴とされる本湖においても周年の調査を行なうと可

成り顕著な季節的変化を示すことが分かる．年間を通じてみると春（４～６月）から夏（７
～10月）にかけては一般に出現数量が少なく，秋（11～12月）および冬（１月～３月）の水
温降下時期に植物プランクトン（主として肋ﾉ0s加）を中心に種類と量の増大がみられる．
春～秋に至る季節では植物プランクトンは少なく動物プランクトンが常に優勢である．透明
度の変化をみると春～秋にかけては大体７～10ｍ前後であるが秋の終り（11月）から次第に
低下がみられ１月では５．５ｍ迄下った．夏期においても降雨増水の後には一時的であるが透
明度が６～７ｍに低下することもある．しかしこの夏期の透明度低下はプランクトン量の増
減とは余り関係がない様である．冬期に入って透明度が低下する原因の一つは明かに植物プ

ランクトンの繁殖によるもので，特に０ｍ～15ｍの表層付近で著しい．冬期における透明度
低下の原因はその他に西側湖岸付近から排出される澱粉製造廃液による汚濁も考えられる．
特に冬期にはｒ中浜_'～ｒ和田岬」を結ぶ線の内側で汚濁が著しい，次いでｒ和田岬」～「仙
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田」を結ぶ線の西側でも着色水が観察され透明度が低い．「和田岬」と「仙田」を結ぶ線より

東側の水域は汚濁の影響が最も少ない所であるが，それでも北西の風が長時間吹き続くと透

明度の水平分布に変化を生ずる．各点で０ｍ～30ｍ層の垂直曳採集を行ないその水平分布

を見ると冬期は透明度との関係は余りなく，表層には肋加ｒａｓＰ､を主とする植物プランク

トン群の繁殖がみられる．冬期の植物プランクトン増殖が，この時期に排出される澱粉廃液

とどの様な関係にあるかについては今後の調査にまちたい．中浜～和田岬を結ぶ線の沿岸部

は四季を通じてプランクトンの豊富な増殖区域となっており他の水域への供給源となってい

ることが1964,1965年の調査で確かめられた．またこの区域の湖底では半ば環元状態におか

れた有機質の泥即ち骸泥（ユッチャ）が沈積しており湖水中のプランクトン動植物の遺骸，

珪藻殻などを多く含んでいる．

プランクトンの垂直分布をみると０ｍ～15ｍ層では植物プランクトンが最も多く，１５ｍ

～30,,30ｍ～50ｍの各層では動物プランクトン（特にBOS沈伽およびCopepodaの類）が

多いのが顕著な特徴である．更に５０ｍ～100ｍの層でも若干のCopepodaを主とした動物

プランクトンが採集される．出現種の同定と定量は完全には終了していないが主要な種類に

ついての状況は次の通りである．

周年に亘って出現するものとしては，BOS”"αＺＯ昭加s城s，Ｓ伽0c"ﾙα加汐e”伽，Ｍな』OS伽

Ｕ”伽s，雌加γα伽"cα等で，とくにMEIOs伽は冬季において増殖が著しい．春季には

丑妙伽cﾙ"α”0血沈α,４"Jα"伽ａｓ幼o雌等の輪虫類が増え，Copepodaの類は少なくなる．

夏季にはCycJ”s伽cAa伽,CycJ”ssZr”""s,Ｔﾉher"oCycZ妙sﾉbyαﾉ伽ｓ等のCopepodaおよびこ

れらのノウプリウス，コペポダイト幼生等が多く見られる．その他ＢγαcA加泌ｓα'２９"Zαγｉｓ，

Ｃｈγo0cocc"ＳＳＰ.,Ｓｔα”ａｓ""加sp・等も目立つ様になる．秋季にはＢｏⅧ"acorego減,乃妙岬cJ”ｓ

ｌｒａｓ伽ｓの２種が特に多い．又，始めは少量であるが肋１０s加Ｕαγ”s,Ｓｚα”α鉱γ"”α鉱eγ伽，

Stα”ａｓ＃γ〃伽""加加,Ｓ伽e"αsp.等の植物プラクトンが出現し始める，

冬期には前述の如く，ＭＥＩ０ｓ加加"cαおよびMEJos伽ｇγα”JaZavar.α?Zg"s伽加αが群をぬ

いて増殖し，変色水および透明度低下の因をなしている，その他にも丑"α6α”αsp.,伽α6α”α

α茄郷s,Ｓｊα"ｒａｓzγ””A”eAaIjge'zse,Ｓ#α”αstγ”’αγαdbz"'，z等の植物プランクトンが多く見ら

れる.一方動物プランクトンではTmlO小ﾉ”ｓｌｒａｓ伽s,BOS"伽COγ８９０"j,腕γαｊｅ"αcOachIe”js，

CycI”snauplii等が豊富になり，池田湖のプランクトンは年間を通じて最も出現量が多く，

種類も多い．

３．考察

池田湖の湖水は冬季に全循環するといわれており２月（1966）では表面11.85℃，１００，

膳で10.70.C，３月（1965）では表面11.15.C，100ｍ層で10.74℃の例で見る通り垂直分

布の差は小さく，他の化学的成分等も上下殆んど等しくなる．1963,1964年の観測によると

池田湖では春夏２０ｍ層前後に水温躍層が発達していることが明らかとなり生産層はその水

温躍層の上部にあることが推定されている．

従来，本湖は代表的な貧栄養湖とみなされており，栄養塩の少ないこと，生物資源量の少

ないこと，透明度の高い事などが強調されてきた．しかし透明度を例にとると近年漸次低下

の傾向が著しい．例えば1929年宮地の観測によると透明度は１月に１８ｍ，５月に２６．８ｍが
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報告されておりこれは我国では摩周湖，田沢湖，猪苗代湖についで第４位の記録である．そ

の後，1936年上野・吉村の調査では２月で１８．０ｍが記録されている．しかしその後も池田

湖の透明度には低下が見られ最近３ヶ年の観測では最高１１．０ｍ，最低５．５ｍ月平均７．４ｍ

の値が得られた．この様な透明度の低下は当然プランクトンの出現種や数量にも関連がある

と思われる．

上野（1936）の報告では同時期に行なった南九州の湖沼，即ち鏡池，住吉池，御池，小池

等に比べてプランクトン量は最も少なく，主なものはCladocera,Copepoda,Rotatoria等で

あった旨を報じている．

更に吉村（1930）の報告によるとプランクトンが少ない点やその他から完全な貧栄養湖と

され，植物プランクトンは僅かBOz7yOcOcc"ｓのみが表面に分布するに過ぎないとしている．

Skvortzow(1937)は池田湖の珪藻類について詳しい調査を行ない150種余の記載を行なって

いるが，この場合は附着性珪藻が多く含まれており純粋の浮瀞珪藻類は当時でも少いことを

述べている．最近の池田湖は植物プランクトンの増殖が顕著で特に冬期は濃密な群として発

生し，採集時にしばしばプランクトンネットの目づまり等を起すほどである．出現種も

ＭｂＩ０ｓｊｍｇｍ”Ｉａｔα,MbI0sjm伽J伽,Mzzﾉ伽ﾉａｓｐ.,Ｓ”je"αｓｐ.，ＭcmCys伽αeγ"gj"0sα，』"α6α”α

sp.,Ｃ伽ococc"ssp・等でその他，原生動物のＤ城z‘gjaco'wzaや輪虫類の多量出現があり，こ

れらの現象は貧栄養湖よりもむしろ中乃至富栄養湖の様相を帯びている．これは付近の鰻池，

鏡池のプランクトンの性状と類似しており富栄養化への過程が偲ばれる．併し一方では

Ｄ伽67yo〃〃zﾉ噸e"s,ＳＺ“、s#γ"?，zsp.,COS"α7．如沈sp.等の出現で貧栄養湖としての性格も残さ

れている．プランクトン相の貧弱な春夏の時期にはＫＥｍＺｅ"α，此α"jAo虚”to""ｓＰａｃ城c"s，

Ｄ伽6馴祁〃zﾉ噸e"s9,ｓ#α"mstγ”等が出現し，冬期の豊富さに比べて対照的であり，栄養塩

量が季節によって可成り変化していることが推定される．冬期の全循環期が比較的短かいた

め底層から表面に補給された栄養塩類は短期日の間に消費され，その後は貧栄養湖としての

状態に復するものとみられる．なお，本湖沼ではこれまでプランクトンの異状繁殖による水

色変化，乃至「水の華」が発生した記録は残されていない．本湖と付近池沼のプランクトン

性状の比較や定量研究，水産資源との関連性については更に研究を進める予定である．
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Table 1. Plankton Collection Data at Lake lkeda

Date Year
Temperature

Surface　100mdepth

1963　　28, 2oC　　12. 0cc

1964　11.4cc　( - )

1964　17.8｡C　( - )

1964　　22.5｡C ll.2

1964　( - )　( - )

1964　18.20　　( - )

1965　( - )　( - )

1965　　11. 15　　　10.74

1965　12.6　　( - )

1965　　18, 40　　　10. 69

1965　　20.5　　( - )

1965　　25. 84　　　10. 78

1965　　27. 65　　　10. 78

Transpare nc y

Settling volume of Plankton Number or Plankton per haul

length oIHaul Volume (cc) Rotatoria Branchiopoda Copepoda

10. 5m loom_ナOm

8. 5m　　　　100m_うOm

8. Om loom-うOm

10. Om　　　　　50m-ナOm

9. 5m　　　　　　50mーOm

7. 0m　　　　　50m->Om

( - )　　　　50m→Om

l1. 5m　　　　　　50mっOm

10, 5m　　　　　50m-シOm

9. 0m　　　　　50m-ナOm

7. 6m　　　　　30m-うOm

5. 5m　　　　　　80m-ラOm

9. 5m　　　　　　50m-シOm

1965　( - )　( - )　　　lJ.Om　　　　50m+Om

l965　　20. 10　　　10. 73　　　　　　　9. Om　　　　　　50m_うOm

l965　16.25　　10.70　　　　( - )　　　　50m→Om

l966　　11. 85　　　10. 70　　　　　　　5. 0m　　　　　　50m->Om

l966　　13. 70　　　10. 70　　　　　　　6. 4m　　　　　　50m一Om

l966　　25. 64　　　10, 80　　　　　　　6. 6m　　　　　50m-ナOm

j966　(27.70)　( - )　　　(-)　　　　50m⇒Om

Dominant Species

1 16　　　　　　87　　　　　　　230

360　　　　　212　　　　　　170

970　　　　　1 72　　　　　　　240

870　　　　　275　　　　　　　486

220　　　　　　207　　　　　　　4 50

348　　　　　　　　297

545　　　　　105　　　　　　　　312

158　　　　　　414　　　　　　　440

Table 2･ Seasonal distribution or dominant plankton Species･

Date and Year or Collection
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Slaura∫l秘m linnelic!lm ScHMIDLE
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Pedia∫lTum duplex MEYEN
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